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議案第 11号 ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
議案第 16号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
議案第 21号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 可　決
議案第 33号 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可　決
議案第 34号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 可　決
議案第 35号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
議案第 36号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
議案第 59号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可　決

○…賛成　　×…反対	 ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

各議員の賛否（議案などで賛否の分かれたもの）

賛否の分かれた議案などの名称と要旨

議案第 11号
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
刑法等の一部を改正する法律の施行により、懲役および禁錮が廃止され、これらに代えて拘禁刑が
創設されることに伴い、関係条例の整理を行うため、条例を制定するもの

議案第 16号
東海村職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
令和６年人事院勧告等を踏まえ、一般職の給料表の改定、扶養手当の見直し等を行うため、条例の
一部を改正するもの

議案第 21号
東海村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
国民健康保険事業の安定的な運営を図る観点から、税率等を改めるとともに、未就学児に係る均等
割額の減額規定の誤り等を修正するため、条例の一部を改正するもの

議案第 33号
令和７年度東海村一般会計予算
予算総額を歳入歳出それぞれ 23,947,000 千円とするもの

議案第 34号
令和７年度東海村国民健康保険事業特別会計予算
予算総額を歳入歳出それぞれ 3,036,325 千円とするもの

議案第 35号
令和７年度東海村後期高齢者医療特別会計予算
予算総額を歳入歳出それぞれ 677,080 千円とするもの

議案第 36号
令和７年度東海村介護保険事業特別会計予算
保険事業勘定の予算総額を歳入歳出それぞれ 2,976,968 千円とし、介護サービス事業勘定の予算
総額を歳入歳出それぞれ 3,725 千円とするもの

議案第 59号
業務委託契約の締結について（公共施設包括管理業務委託）
対象公共施設の維持管理業務の一部を民間事業者に委託するもの
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